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仏
教
が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
六
世

紀
の
こ
と
で
、
最
初
の
出
家
者
は
女
性
（
善

信
尼
）
で
し
た
。
善
信
尼
は
百
済
に
渡
っ
て
さ

ら
に
仏
教
を
学
ぴ
、
飛
鳥
時
代
の
仏
教
興
隆

に
貢
献
し
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
の
周
辺
に
も

熱
心
な
女
性
信
者
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
仏
教
発
展

の
原
動
力
に
な
っ
た
女
性
は
多
く
、
持
統
天

皇
・
橘
夫
人
・
光
明
皇
后
・
称
徳
天
皇
・
棺
林

皇
后
と
い
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
造
寺
・
造
仏
・

写
経
な
ど
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
仏
教
は
さ
か
ん
に
な
り
、
信
仰
も

深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

平
安
時
代
に
な
る
と
、
女
性
は
成
仏
で
き

な
い
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
さ
え
も
発
心
の
機
縁
と
し
て
、
法
華
経

信
仰
や
浄
土
信
仰
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
女

性
に
よ
っ
て
美
し
い
装
飾
経
が
制
作
さ
れ
、

仏
像
や
仏
画
の
制
作
の
背
景
に
も
女
性
の

存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
さ
ま

ざ
ま
な
霊
験
記
や
往
生
伝
の
主
人
公
に
も

女
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

鎌
倉
時
代
に
は
、
法
然
や
日
蓮
な
ど
の
祖

師
に
よ
っ
て
新
し
い
仏
教
が
誕
生
し
ま
す
が
、

そ
の
周
囲
に
も
多
く
の
女
性
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
代
に
は
、
明
恵
・
叡
尊

ら
に
よ
っ
て
尼
寺
が
創
建
あ
る
い
は
復
興
さ

れ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
尼
自
身
の
活
動
に
も

特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
明
恵
の
善

妙
寺
創
建
、
叡
尊
の
法
華
寺
復
興
、
信
如
の

中
宮
寺
復
興
、
無
外
如
大
の
景
愛
寺
創
建

な
ど
は
、
鎌
倉
時
代
の
仏
教
を
考
え
る
う
え

で
き
わ
め
て
重

要
な
出
来
事

で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
ま
た
鏡

や
櫛
を
納
入

し
た
仏
像
、
髪

を
使
用
し
た

繍
仏
、
尼
寺
に

伝
わ
る
染
織

品
な
ど
、
女
性

特
有
と
も
言

』

＂ ｀
 

女
性
と
仏
教◆会
期

◆
会
場

◆
主
催

＠阿弥陀如来及両脇持像〈橘夫人念持仏〉・厨子 法隆寺 四
月
十
五
H
（
火
）
ー
五
月
二
十
五
B
(
B
)

奈
良
国
立
博
物
館
東
・西
新
館

奈
良
国
立
博
物
館
・
産
経
新
聞
社

え
る
細
や
か
な
信
仰
の
遺
品
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
展
党
会
は
、
女
性
の
多
様
な
信
仰
の

様
相
と
、
わ
が
国
の
仏
教
の
展
開
に
女
性
が

果
た
し
た
大
き
な
役
割
を
、

I
仏
教
の
受
容

と
女
性
、

11
宮
廷
の
女
性
と
仏
教
、
皿
浄
士

憧
憬
、

W
信
仰
と
霊
験
、
＞
法
華
経
の
信
仰

と
女
性
、

VI
母
と
子
の
イ
メ
ー
ジ
‘
v
n
鎌
倉

仏
教
と
女
性
、
珊
表
わ
さ
れ
た
女
性
信
者
の

姿、

IX
女
性
の
信
仰
の
種
々
相
、
と
い
う
九
つ

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
大
観
し
ま
す
。
仏
教
が

女
性
を
ど
う
見
た
か
で
は
な
く
、
女
性
が
仏

教
を
ど
う
見
た
か
と
い
う
視
点
に
で
き
る
か

ぎ
り
立
ち
、
多
数
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
を

含
む
名
品
の
数
々
を
通
し
て
、
女
性
と
仏
教

の
関
わ
り
を
み
つ
め
て
い
き
ま
す
。

《主
な
出
陳
作
品
》

＠
天
寿
国
繍
帳
（
奈
良
・
中
宮
寺
）
、
＠
観
音

菩
薩
立
像
〈東
院
堂
安
置
〉
（
奈
良
・
薬
師
寺
）
、

＠
阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
像
〈伝
橘
夫
人

念
持
仏
〉
、
⑥
厨
子
（
以
上
、
奈
良
・
法
隆
寺
）
、

＠
緊
那
羅
立
像
〈八
部
衆
の
う
ち
〉
（
奈
良
・

興
福
寺
）
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
出
土
品

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
、
＠
大
砒
殷
遮
那

成
仏
神
変
加
持
経
巻
第
一〈
吉
備
由
利
願
経
〉

（
奈
良
・
西
大
寺
）
、
＠
理
趣
経
〈目
無
経
〉
（東

京
・
大
東
急
記
念
文
庫
）
、
＠
当
麻
虻
荼
羅

い
の
り
と
ほ
ほ
え
み

縁
起
絵
巻
（
神
奈
川
・
光
明
寺
）
、
＠
金
銅
経

箱
〈比
叡
山
横
川
如
法
堂
跡
出
土
〉
（
滋
賀
・

延
暦
寺
）
、
＠
信
費
山
縁
起
絵
巻
〈尼
公
巻
〉

（
奈
良
・
朝
護
孫
子
寺
）
、
＠
粉
河
寺
縁
起
絵

巻
（
和
歌
山
・
粉
河
寺
）
、
＠
久
能
寺
経
の
う

ち
牲
喩
品
第
一二
．
化
城
喩
品
第
七
・
提
婆
達

多
品
第
十
二
（
静
岡
・
鉄
舟
寺
）
、
＠
平
家
納

経
の
う
ち
序
品
第

一
・
勧
持
品
第
十
三
・分

別
功
徳
品
第
十
七
・
薬
王
品
第
二
十
三
・厳

王
品
第
二
十
七
（
広
島
・
厳
島
神
社
）
‘
◎
普

賢
十
羅
刹
女
像
（
当
館
）
‘
◎
摩
耶
夫
人
及

ぴ
天
人
像
（
東
京
国
立
博
物
館
）
、
＠
釈
迦

金
棺
出
現
図
（
京
都
国
立
博
物
館
）
‘
◎
六

道
絵
（
兵
庫
・
極
楽
寺
）
‘
◎
詞
梨
帝
母
像
（
滋

賀
・
園
城
寺
）
、
＠
閻
魔
天
像
（
京
都
・
醍
醐

寺
）
、
＠
法
然
上
人
絵
伝
第
六
・
十
八
・
三
十

四
巻
（
京
都
・
知
恩
院
）
、
春
日
権
現
験
記
絵

第
十
七
巻
（
東
京
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
）
、

＠
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
〈義
湘
絵
〉
、
◎
善
妙

神
立
像
（
以
上
、
京
都
・
高
山
寺
）
‘
◎
法
華

寺
結
界
記
（
奈
良
・
法
華
寺
）
‘
◎
無
外
如
大

禅
尼
自
筆
置
文
（
京
都
・
大
聖
寺
）
‘
◎
仏
涅

槃
図
（
愛
知
・
甚
目
寺
）
‘
◎
長
生
比
丘
尼
像

（
京
都
・
大
徳
寺
）
‘
◎
薬
師
如
来
坐
像
（
三

重
・
四
天
王
寺
）
‘
◎
地
蔵
菩
薩
立
像
（
奈
良
・

伝
香
寺
）
、
＠
懸
守
（
大
阪
・
四
天
王
寺
）
、
◎

刺
繍
椒
紗
（
奈
良
・
興
福
院
）
な
ど
。

＠平家納経く勧持品第十三〉 厳島神社 〇普賢十羅刹女像（部分） 当館
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春日鹿曼荼羅当館

最
初
の
日
本
文
物
の
本
格
的
な
展
買
会
が
、
よ
う
や
く

心
は
今
ひ
と
つ
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
中
国
に
お
け
る

覧
会
は
少
な
く
、そ
の
た
め
中
国
人
の
日
本
文
化
へ
の
関

し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
日
本
美
術
を
紹
介
す
る
展

遺
跡
や
博
物
館
を
め
ぐ
る
日
本
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
り
、
日
本
文
化
の
源
泉
を
た
ど
る
べ
く
中
国
へ
旅
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
文
化
へ
の
理
解
と
関
心
は

一
段
と
深

が
日
本
で
初
公
開
さ
れ
た
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

な
り
、
時
に
は
発
掘
調
査
で
出
土
し
て
間
も
な
い
文
物

す
る
展
翌
会
が
日
本
各
地
で
頻
繁
に
開
か
れ
る
よ
う
に

築
い
て
き
ま
し
た
。
文
化
面
で
は
中
国
の
文
物
を
紹
介

迎
え
る
記
念
の
年
で
す
。
こ
の
間
両
国
は
文
化
、
経
済
、

学
問
な
ど
様
々
な
分
野
で
交
流
を
深
め
、
友
好
関
係
を

二

0
0
一
年
に
い
た
り
文
化
庁
お
よ
び
奈
良
国
立
博
物

館
と
の
共
催
と
し
て
、
上
海
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
こ

今
年
は
日
中
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
三
十
周
年
を

海

外

展

H
本
名

＠
日
本
書
紀
巻
十
（奈
良
国
立
博
物
館
）

◎
尊
勝
虻
荼
羅
（奈
良
国
立
博
物
館
）

◎
如
意
輪
観
音
坐
像
（奈
良
国
立
博
物
館
）

＠
桐
蒔
絵
手
箱
（和
歌
山
・熊
野
速
玉
大
社
）

高
松
塚
古
墳
壁
画
模
写
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

《主
な
出
陳
作
品
》

い
ま
す
。

品
に
よ
っ
て
日
本
美
術
の
粋
を
鑑
代
で
き
る
よ
う
に
し
て

そ
し
て

「近
世
の
彩
り
」
と
い
う
構
成
で
、
九
九
点
の
名

「正
倉
院
宝
物
の
世
界
」
、
「費
族
と
武
家
の
暮
ら
し
」
、

◎
土
偶
（兵
庫
・辰
馬
考
古
汽
料
館
）

＠
埴
輪
武
装
男
子
立
像
（
東
京
国
立
博
物
館
）

展
示
内
容
は
「
8
本
の
考
古」
、
「仏
教
と
神
道
の
美
術
」
、

総
合
的
に
紹
介
す
る
展
買
会
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

さ
れ
ま
す
。
中
国
の
首
都
北
京
に
お
い
て
日
本
文
物
を

「扶
桑
之
旅
」
展
は
天
安
門
広
場
に
面
し
、
中
国
を

文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
手
応
え
が
感
じ
ら

会
「日
本
文
物
精
華
展
」
は
大
き
な
反
特
を
呼
び
、
日
本

と
も
そ
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
展
魏

〇色々 威胴丸文化庁 火焔型土器文化庁

「

H
本
名
宝
展
」

「
扶
桑
之
旅
I
H本
文
物
精
品
展
ー
」

◆
会

期

五
月

一
H
（木
）
ー
六
月
十
五
8
(
8
)

◆
会

場

中
国
国
家
博
物
館
（
中
国
・北
京
市
）

◆
主
催
者

文
化
庁
・奈
良
国
立
博
物
館
・
国
際
交
流
基
金
・中
国
国
家
博
物
館

れ
ま
し
た
。

代
表
す
る
博
物
館
で
あ
る
中
国
国
家
博
物
館
で
開
催

◎
桐
竹
蒔
絵
蒔
絵
文
台
硯

箱

（
東
京

・
サ
ン
ト
リ
ー
美

容
器
（
奈良
•
海
龍
王
寺
）

（京
都
国
立
博
物
館
）

亀
甲
柏
垣
に
藤
文
様
小
袖

◎
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利

;r.5
と
ス
オ
具
豆

．

J

．

ャメ
手
私
貪

そ
公
子

”
石
澤
:
達
吋
且
条

忍

-―;ヤ
養
:
¢
沃
，え
a
益
五
条

～

｛
り
な
；
を
だ
伍
0

尻
以
と
阿
豆

告

`

I
 

芍
i••
• 

征
．がが
仕
食
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i
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道

悶

チ
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t

 

;
tJl阿豆
冬
日
セ
昧
汝
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士
杢
有
呼

封
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a
省
2

仁
肴
走
秀

tを
ビ

巧
ク
迅
某

疇
別
？

引

き

贔

C
玖
そ
仁
合
其
呵
互
文
着

阿

t
父
丈
孟

祉

↓

ャ
六
年
を
！
？

仁
未
．后
刈
冬
子
菟

遺

咆
団

叶
之
”a
蒼
東
t

秤
が{
:
仁
爽

．↑
土
土
Jlr
切
こ
仁

者
乏
で
肴
箸
―i
拉
祉

L
贔
子
氏
百
渫
阿
花
；
免

氏
寛

t
t王
打
之
:
女
迫
稔
綱
心
耐
位
岱

．．
 

t
束
縫

二
氾
品逢
ぷ
~
~
3
3
公
分
逹

乎

9
木
菟

面

祢

的
f
濱
元
元
沢
加
求
伯
斧

兵
拿
・ニ
0

襲

t久
委

工

仁

嶺
．9
斥

之
但

而
渭

・ク
一
決
苓
急
往
ほ
示
ふ
．点
拭
其

道

ぞ
釈

土
ギ
菟
缶
祐
子
．令
租
ク
在
テ
竺
坪
之
況
符

重
愕
之

庄
其
賞
・
み
宅
・
ら
日
・チ
令
人
界

槃

津

衣
共
永
ふ

｀

て
を
？
拿
月
岱
八
靱
令
告
野
ざ
紆
囚
椛
ぺ
永

．

竺
Ill
心
練
洒
紙
テ
又
皇
ク
吃

la
如
叶
能
偵

珂
嫁
溢
鳩
為
菟
品
利
嫁
逗
貞
珂
如
綿
屋
沢
麟

漏
だ
字

摩
軍
珂
炉
戻
之
茂
知
批

勢

序

呂
机
看

啄
え
を
名
。芦
叉
含
i

椛
ぷ

t之
●
歌

術
館
）

◎
桜
螺
釧
鞍
（文
化
庁
）

＠日本•紀 巻第十当館 〇多聞天立像 当館



ー
外
か
ら
み
る
奈
良
博
ー

＠一遍聖絵清浄光寺•歓喜光寺

段
階
を
目
差
す
展
覧
会
担
当
者
の
目
標
設
定
を
明
確
に
し
て
い
る
。

絵
巻
を
、
広
く

一
般
に
公
開
す
る
た
め
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
一
遍
聖
絵
』
展
寸
評

昨
年
十

一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

『
一
逼
聖

絵
』
展
は
、
同
年
十
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
、
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
『

一

遍
聖
絵
』
展
と
連
繋
し
た
展
覧
会
で
、
神
奈
川
・
清
浄
光
寺
、
京
都
・
歓
喜
光
寺
共
有
の

『
一
遍
聖
絵
』
十
二
巻
と
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『

一
遍
聖
絵
』
巻
七
・
一
巻
を
、

京
都
国
立
博
物
館
で
は
全
巻
の
前
半
部
分
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
は
後
半
部
分
を
展

示
し
、
こ
の
長
大
な
絵
巻
の
全
巻
す
べ
て
を
公
開
す
る
と
い
う
壮
大
な
企
画
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
六
年
を
か
け
て
慎
重
に
行
わ
れ
た
修
理
に
よ
り
、
面
目
を

一
新
し
た
こ
の
国
宝

奈
良
国
立
博
物
館
の
場
合
は
、
単
に
後
半
部
分
の
展
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
館
が
毎

年
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
『
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
展
の
一
環
と
し
て
、
独
自
の
観

点
か
ら
、
京
都
国
立
博
物
館
と
は
異
な
る
展
示
が
企
画
さ
れ
た
。
展
覧
会
の
た
め
に
制

作
さ
れ
た
図
録
も
、
こ
の
た
め
特
別
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
館
で
は
前
年
の
『
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
展
で
、
『
絵
巻
に
し
た
し
む
』
と
い
う

テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
て
い
た
。
展
示
品
に
は
、

『信
貴
山
縁
起
絵
』
・
『
華
厳
五
十
五
所

絵
』
・
『
玄
焚
一二
蔵
絵
』
・
『
粉
河
寺
縁
起
絵
』
等
国
宝
絵
巻
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
名

品
が
並
び
、
人
々
を
驚
か
せ
た
。
今
回
の
『

一
遍
聖
絵
』
展
は
副
題
に
『
絵
巻
を
あ
じ
わ

う
』
を
つ
け
、
前
年
の

『絵
巻
に
し
た
し
む
』
を
う
け
て
、
今
回
は

『一

遍
聖
絵
』

一点
に

し
ぽ
り
、
『
絵
巻
に
し
た
し
む
』
段
階
か
ら
『
絵
巻
を
あ
じ
わ
う
』
と
い
う
、

一
段
進
ん
だ

し
か
し
、
子
供
に
絵
巻
を
あ
じ
わ
わ
せ
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
く
に
『
一

遍
聖
絵
』
は
詞
が
難
解
で
、
絵
巻
の
物
語
の
展
開
が
わ
か
り
に
く
い
作
品
で
あ
る
。
こ
の

む
ず
か
し
い
絵
巻
を
あ
じ
わ
わ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
展
覧
会
で
は
、
絵
を
よ
く
み
る
こ
と

を
中
心
に
据
え
、
七
つ
の
重
点
項

H
を
取
り
あ
げ
て
、
担
当
者
が
平
易
な
文
章
で
、
絵
巻

要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
の
だ
が
。

中
野
玄
三

表
現
の
奥
深
さ
を
解
き
明
し
た
。
七
つ
の
重
点
項
目
と
は
、
「
裏
返
し
の
高
野
山
」
・
「
影

を
え
が
く
」
・
「
冨
士
山
は
神
の
す
み
か
」
・
「
中
国
の
絵
を
ま
な
ん
だ
風
景
」
・
「
見
た
こ

と
の
な
い
実
景
」
・
「
臨
終
は
涅
槃
の
よ
う
に
」
・
「
お
墓
に
ま
つ
ら
れ
た

一
遍
上
人
像
」
で

あ
る
。
七
項
目
は
い
ず
れ
も
精
密
な
観
察
と
熟
考
の
結
果
、

『
一
逼
聖
絵
』
の
核
心
を
つ

い
た
解
説
に
な
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
今
回
の
修
理
に
よ
り
改
め
て

確
認
さ
れ
た

一
遍
の
臨
終
の
姿
が
、
当
初
は
涅
槃
図
の
釈
迦
の
よ
う
に
頭
北
面
西
で
手

枕
を
し
て
横
た
わ
る
姿
だ
っ
た
こ
と
に
関
す
る
解
説
で
、
こ
れ
が
現
状
の
よ
う
に
仰
向
け

で
合
掌
す
る
姿
に
変
更
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
納
得
の
行
く
説
明
が
述
べ
ら
れ
て
い

確
か
に
こ
の
よ
う
な
重
点
的
解
説
に
よ
っ
て
、

『絵
巻
に
し
た
し
む
』
か
ら
『
絵
巻
を

あ
じ
わ
う
』
へ
と
、

一
段
と
絵
巻
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
理
解
が
、
小
中
学
生
に
ま
で
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
去
年
同
館
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
興
味
深
い
光
景
を
見
た
。
私
の
席
近
く
に
坐
っ
た
若
い
母
親
が
、
注
文
の
料
理
が

届
く
ま
で
の
相
当
な
長
い
時
間
、
幼
稚
園
児
ぐ
ら
い
の
幼
女
を
膝
の
上
に
の
せ
て
、

『東

大
寺
の
す
べ
て
』
展
の
あ
の
分
原
い
図
録
を
広
げ
て
、
指
で
差
し
示
し
な
が
ら
説
明
し
て

い
た
。
幼
女
は
黙
っ
て
お
と
な
し
く
、
母
親
の
指
の
差
す
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
。
私
に
も
こ

の
幼
女
と
同
じ
年
ぐ
ら
い
の
孫
が
い
る
が
、
私
の
孫
に
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
ど
う
な
る

の
か
、
す
こ
ぶ
る
自
信
が
な
い
。
し
か
し
、

『一

遍
聖
絵
』
展
図
録
の
「
は
じ
め
に
」
の
な
か

で
、
鷲
塚
館
長
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
こ
の
解
説
や
、
何
よ
り
も
絵
巻
そ
の
も
の

を
仲
立
ち
に
し
て
、
お
と
な
と
こ
ど
も
の
間
に
対
話
が
生
れ
る
」
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
回
か
の
親
と
子
の
博
物
館
見
学
の
積
み
重
ね
が
必

る。

美
術
史
家



＠金銅経箱延暦寺

那
羅
立
像
〈
八
部
衆
の
う
ち
〉
（
以
上
、
奈
良
・

興
福
寺
）
、
造
仏
所
作
物
帳
断
簡
、
阿
闇
世
王

経
巻
下
〈
五
月

一
日
経
〉
（
以
上
、
当
館
）
、
自

在
王
菩
薩
経
下
巻
〈
五
月
十

一
日
経
〉
（
奈
良
・

海
龍
王
寺
）
‘
◎
成
唯
識
論
巻
第
十
〈
坤
宮
官

〈
荒
川
経
〉
、
＠
美
福
門
院
令
旨
〈
宝
簡
集
の

＠
今
昔
物
語
集
巻
第
十
ニ
・
十
七
（
京
都
大
学

VI

＠
舎
利
弗
立
像
〈
十
大
弟
子
の
う
ち
〉
、
⑥
緊
朱
印
経
〉
（
当
館
）
‘
◎
大
般
若
経
巻
第
二
百
五

II 
宮
廷
の
女
性
と
仏
教

刹
女
像
（
静
岡
・
大
福
寺
）
、
十
羅
刹
女
像
（
滋

刹
女
像
（
当
館
）
‘
◎
普
賢
二
菩
薩
二
天
十
羅

タ
ー
）

IV 

◎
普
賢
十
羅
刹
女
像
（
個
人）‘
◎
普
賢
十
羅

士
塔
出
土
品
（
大
阪
・
堺
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

寺
）
‘
◎
普
賢
十
羅
刹
女
像
（
京
都
・
駆
山
寺）、

仏
教
の
受
容
と
女
性

＠
日
本
書
紀
巻
第
二
十
二
（
京
都
国
立
博
物

館
）
‘
◎
元
興
寺
縁
起
（
京
都
・
醍
醐
寺
）
、
豊

橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
）
、
＠
天

都
大
学
総
合
博
物
館
、
三
重
・
名
張
市
教
育

堂
安
置
〉
（
奈
良
・
薬
師
寺
）
、
＠
阿
弥
陀
如
来

及
両
脇
侍
像
〈
伝
橘
夫
人
念
持
仏
〉
．
厨
子
（
奈

良
・
法
隆
寺
）
‘
◎
如
意
輪
陀
羅
尼
経
〈
校
倉

聖
教
の
う
ち
〉
（
滋
賀
•
石
山
寺
）
、
＠
粟
原寺

三
重
塔
伏
鉢
（
奈
良
・
談
山
神
社
）
、
大
野
寺

箱
〈
比
叡
山
横
川
如
法
堂
跡
出
土
〉
（
滋
賀

文
化
財
研
究
所
）
、
＠
観
音
菩
薩
立
像
〈
東
院
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
‘
◎
釈
迦
如
来
像
〈
塔

華
館
）
‘
◎
法
華
経
〈
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
〉
（
兵

委
員
会
、
当
館
）
、
本
薬
師
寺
出
土
品
（
奈
良
寺
）
、
西
大
寺
出
土
品
、
西
隆
寺
出
土
品
（
以
上
、
来
立
像
（
北
海
道
・
天
融
寺
）
、
＠
栄
花
物
語

賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
〉
（
奈
良
・
大
和
文

岡
県
立
美
術
館
）
、
◎
東
大
寺
縁
起
絵
巻
下

巻
（
奈
良
・
東
大
寺
）
‘
◎
四
天
王
像
〈
断
片
〉

（
奈
良
•
西
大
寺
）
、
◎
百
万
塔
（
奈
良
・
法
隆

本
四
仏
の
う
ち
〉
（
奈
良
•
西
大
寺
）
、
◎
+
誦

律
巻
第
五
十
二
〈
称
徳
天
皇
御
願
経
〉
（
滋
賀
・

石
山
寺
）
、
＠
大
眺
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持

経
巻
第

一
〈
吉
備
由
利
願
経
〉
、
＠
金
光
明
最

勝
王
経
巻
第
十
〈
百
済
豊
虫
願
経
〉
（
以
上
、

奈
良
•
西
大
寺
）
‘
◎
阿
難
四
事
経
〈
藤
原
夫

人
願
経
〉
（
京
都
国
立
博
物
館
）
、
頻
毘
娑
羅

王
諸
仏
功
徳
経
〈
藤
原
夫
人
願
経
〉
（
京
都
・

檀
王
法
林
寺
）
、
◎
中
阿
含
経
巻
第
九
〈
善
光

十
七
〈
池
上
内
親
王
願
経
〉
（
個
人
）
、

H
本
文

徳
天
皇
実
録
（
奈
良
・
天
理
大
学
）
、
＠
三
宝
絵

詞
（
東
京
国
立
博
物
館
）
‘
◎
法
華
経
巻
第

一

う
ち
〉
（
以
上
、
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
）
、
＠
金

記
念
文
庫
）
‘
◎
阿
字
義
（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
）

◎
当
麻
曼
荼
羅
（
京
都
・
知
恩
院
）
、
当
麻
曼

荼
羅
（
当
館
）
、
＠
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
絵
巻
（
神

光
触
寺
）
、
◎
二
河
白
道
図
（
兵
庫
・
香
雪
美
術

館
）
、
◎
二
河
白
道
図
（
島
根
・
萬
福
寺
）
‘
◎
釈

迦
阿
弥
陀
発
遣
来
迎
図
（
徳
島
・
雲
辺
寺
）
、

阿
弥
陀
来
迎
図
（
奈
良
・
大
蔵
寺
）
‘
◎
阿
弥

巻
第
十
八
（
東
京
国
立
博
物
館
）
、
＠
金
銅
経

延
暦
寺
）
‘
◎
比
井
王
子
神
社
経
塚
遺
物
（
和

歌
山
・
比
井
王
子
神
社
）
、
＠
朝
熊
山
第
三
経

塚
遺
物
（
三
重
・
金
剛
証
寺
）
、
線
刻
子
守
三
所

権
現
鏡
像
（
東
京
国
立
博
物
館
）

信
仰
と
霊
験

＠
日
本
霊
異
記
上
巻
（
奈
良
・
興
福
寺
）
、
＠

日
本
霊
異
記
中
・
下
巻
（
京
都
・
来
迎
院
）
、
◎

日
本
往
生
極
楽
記
（
奈
良
・
天
理
大
学
）
、
◎

続
本
朝
往
生
伝
（
東
京
・
大
東
急
記
念
文
庫
）
、

附
属
図
書
館
）
、
＠
信
貴
山
縁
起
絵
巻
〈
尼
公

巻
〉
（
奈
良
•
朝
護
孫
子
寺
）
、
＠
粉
河
寺
縁
起

絵
巻
（
和
歌
山
・
粉
河
寺
）
‘
◎
石
山
寺
縁
起

（
個
人
）
、
＠
平
家
納
経
〈
三
十
三
巻
の
う
ち
五

十
七
〉
（
広
島
・
厳
島
神
社
）
、
＠
法
華
経
〈
普

庫
・
太
山
寺
）
、
法
華
経
（
個
人
）
‘
◎
法
華
経

冊
子
（
個
人
）
‘
◎
観
普
賢
経
冊
子
（
東
京
・
五

島
美
術
館
）
‘
◎
扇
面
法
華
経
冊
子
断
簡
〈
法

華
経
巻
第
一
〉
（
滋
賀
・
西
教
寺
）
‘
◎
扇
面
法

華
経
冊
子
断
簡
〈
観
普
賢
経
〉
（
奈
良
・
法
隆

賀
・石
山
寺）

母
と
子
の
イ
メ
ー
ジ

◎
摩
耶
夫
人
及
び
天
人
像
（
東
京
国
立
博
物

館
）
、
＠
刺
繍
釈
迦
如
来
説
法
図
（
当
館
）
、
＠

釈
迦
金
棺
出
現
図
（
京
都
国
立
博
物
館
）
、
◎

陀
一一
一
尊
像
（
愛
知
・
無
量
光
院
）
、
阿
弥
陀
如

市
二
上
山
博
物
館
）
、
夏
見
廃
寺
出
土
品
（
京

品
第
十
七
・
薬
王
品
第
二
十一
―-
．
厳
王
品
第
一

中
宮
寺
）
、
尼
寺
廃
寺
出
土
品
（
奈
良
・
香
芝

巻
序
品
第

一
・
勧
持
品
第
十
三
・
分
別
功
徳

寿
国
繍
帳
、
中
宮
寺
出
土
品
（
以
上
、
奈
良
•
本
市
教
育
委
員
会
）
‘
◎
写
経
所
請
経
文
（
静

町
教
育
委
員
会
）
、
肥
後
国
分
尼
寺
出
土
品
（
熊

川
県
歴
史
博
物
館
）
、
＠
法
華
経
〈
運
慶
願
経
〉

浦
寺
出
土
品
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
奈
良
・
会
）
、
阿
波
国
分
尼
寺
出
土
品
（
徳
島
・
石
井
禅
林
寺
）
‘
◎
頬
焼
阿
弥
陀
縁
起
（
神
奈
川

第
十
四
〉
（
東
京
国
立
博
物
館
）
‘
◎
法
華
経
（
香

出
雲
国
分
尼
寺
出
土
品
（
島
根
県
教
育
委
員
奈
川
・
光
明
寺
）
、
◎
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
（
京
都

（
静
岡
・
鉄
舟
寺
）
‘
◎
久
能
寺
経
〈
安
楽
行
品

＠天寿国繍帳（部分） 中宮寺

尼
寺
出
土
品
（
愛
知
・
豊
川
市
教
育
委
員
会
）
、

第
三
・
化
城
喩
品
策
七
・
提
婆
達
多
品
第
十
二
〉

＠
日
本
書
紀
巻
第
二
十
（
東
京
・
前
田
育
徳
会
）
、

市
川
市
立
市
川
考
古
博
物
館
）
、
三
河
国
分

＠
久
能
寺
経
〈
十
九
巻
の
う
ち
三
巻
警
喩
品

東
北
大
学
）
、
下
総
国
分
尼
寺
出
土
品
（
千
葉

m
浄
土
憧
憬

＠
栄
花
物
語
巻
第
十
六
（
東
京
国
立
博
物
館
）
、

4
/
1
5
¥
5
/
2
5

東
西
新
館

研
究
所
）
、
陸
奥
国
分
尼
寺
出
土
品
（
宮
城

華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
出
土
品
（
奈
良
文
化
財

特
別
展

「
女
性
と
仏
教

い
の
り
と
ほ
ほ
え
み
」

（
奈
良
・
法
華
寺
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
、
法
館
）
、
＠
理
趣
経
〈
目
無
経
〉
（
東
京
・
大
東
急

一切
経
〉
（
奈
良
・
興
福
寺
）
、
法
華
寺
出
土
品

光
明
経
巻
第
一一
一
〈
目
無
経
〉
（
京
都
国
立
博
物

V 絵
巻
第
二
巻
（
滋
賀
・
石
山
寺
）
‘
◎
熊
野
権
現

影
向
図
（
京
都
・檀
王
法
林
寺
）

法
華
経
の
信
仰
と
女
性



◎普賢十羅刹女像当館 ◎摩耶夫人及び天人像東京国立博物館 ＠観音菩薩立像薬師寺

京
都
・
歓
喜
光
寺
）
、
＠

一
遍
聖
絵
第
七
巻
（
東

京
国
立
博
物
館
）
‘
◎
遊
行
上
人
絵
巻
第
一―
―

巻
（
京
都
・
金
光
寺
）
‘
◎
8
蓮
聖
人
像
（
千
葉
・

浄
光
院
）
‘
◎
孟
蘭
盆
御
書
〈
日
蓮
聖
人
筆
〉

（
京
都
・
妙
覚
寺
）
、
＠
明
恵
上
人
像
〈
樹
上
坐

禅
像
〉
（
京
都
・
高
山
寺
）
、
明
恵
上
人
像
（
大

阪
・
久
米
田
寺
）
、
春
日
権
現
験
記
絵
第
十
七

巻
（
東
京
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
）
‘
◎
明
恵

上
人
自
筆
書
状
〈
井
上
殿
宛
〉
（
京
都
・
細
見

美
術
館
）
、
＠
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
〈
義
湘
絵
〉
、

◎
善
妙
神
立
像
、
◎
明
恵
上
人
自
筆
夢
記
、

◎
華
厳
経
〈
善
妙
寺
尼
経
〉
（
以
上
、
京
都
・
高

絵
第
二
•
四
・
五
・
六
巻
（
神
奈
川
・
清
浄
光
寺
、楽

寺
）
、
阿
弥
陀
六
地
蔵
十
羅
刹
女
像
（
京
都
・
掛
裂
〉
、
打
敷
〈
白
地
四
季
草
花
に
鳳
凰
文
様

常
光
院
）
、
阿
弥
陀
三
椋
来
迎
図
（
兵
庫
・
常

様
小
袖
裂
〉
、
打
敷
〈
白
地
葛
に
唐
扇
文
様
打

合
も
あ
り
ま
す
。

知
・
無
量
光
院
）
、
阿
弥
陀
浄
土
変
相
図
（
埼
茉
・
文
様
小
袖
裂
〉
、
幡
〈
濃
茶
地
霞
に
桜
落
瀧
文
出
陳
作
品
は
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
す
る
場

仏
涅
槃
図
（
愛
知
・
甚
目
寺
）
、
仏
涅
槃
図
（
愛

景
文
様
小
袖
裂
〉
、
幡
〈
藍
鼠
地
仔
狗
に
雪
梅
⑥
11
国
宝
、
◎
11
重
要
文
化
財

◎
仏
涅
槃
図
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
）
、
◎

簾
に
菊
花
文
様
小
袖
裂
〉
、
幡
〈
紫
地
海
浦
春

暉

な
器
種
を
二
四
0
点
展
示
し
て
い
ま
す
。

大
福
田
寺
）
、
刺
繍
六
字
名
号
（
京
都
・
宝
鏡
寺
）
、

爵
・
尊
・
鼎
な
ど
殷
周
期
の
も
の
を
中
心
に
様
々

大
通
寺
）

禅
林
寺
）
、
刺
繍
種
子
阿
弥
陀
三
尊
図
（
三
重

平
常
展

本
館
第
14.15
室

文
書
（
京
都
・
宝
鏡
寺
）
、
と
は
ず
が
た
り
（
東

（
京
都
・
大
聖
寺
）
、
無
外
如
大
禅
尼
自
筆
書
状
、

良
・
法
華
寺
）
‘
◎
無
外
如
大
禅
尼
自
筆
譲
状

古
代
學
協
会
）
‘
◎
刺
繍
普
賢
十
羅
刹
女
図

本
館

館
）
、
北
白
河
院
消
息
〈
明
恵
上
人
宛
〉
（
京
都

＠
法
然
上
人
絵
伝
〈
第
六
・
十
八
．
一二
十
四
巻
〉

VN 

円
成
寺
）
、
＠
懸
守
（
大
阪
・
四
天
王
寺
）
、
北
白
特
別
出
陳

本
館

華
寺
舎
利
縁
起
、
◎
法
華
滅
罪
寺
縁
起
、
◎

4
/
1
1
 

「
仏
教
美
術
の
名
品
」
（
彫
刻
）

平
常
展

本
館

IX 

仏
涅
槃
図
（
奈
良
・
達
磨
寺
）
‘
◎
仏
涅
槃
図
（
和

歌
山
・
浄
教
寺
）
、
観
経
序
分
義
図
（
当
館
）
、

極
楽
寺
）
、
＠
詞
梨
帝
栂
像
（
京
都
・
醍
醐
寺
）
、

詞
梨
帝
母
像
（
奈
良
県
立
美
術
館
）
‘
◎
詞
梨

帝
母
像
（
滋
賀
・
園
城
寺
）
、
＠
閻
魔
天
像
、
◎

閻
魔
天
騎
牛
像
（
以
上
、
京
都
・
醍
醐
寺
）
、
＠

栴
檀
乾
闊
婆
図
〈
辟
邪
絵
の
う
ち
〉
（
当
館
）
、

◎
童
子
経
曼
荼
羅
（
京
都
・智
積
院
）
、
十
五

鬼
神
図
巻
（
奈
良
・
大
和
文
華
館
）

鎌
倉
仏
教
と
女
性

（
京
都
・
知
恩
院
）
、
伝
法
絵
流
通
（
福
岡
・
善

導
寺
）
‘
◎
親
鸞
聖
人
像
〈
熊
皮
御
影
〉
（
当
館
）
、

◎
一
流
相
承
系
図
（
京
都
・
仏
光
寺
）
、
◎

一

流
相
承
系
図
（
京
都
・
長
性
院
）
、
＠
一
遍
聖

示
替
え
を
行
な
い
ま
す
。

師
地
論
〈
信
如
尼
加
点
〉
、
◎
文
殊
菩
薩
立
像
、

＊
『女
性
と
仏
教
』
出
陳
品
は
期
間
中
展

山
寺
）
‘
◎
華
厳
経
〈
善
妙
寺
尼
経
〉
（
東
京
・

都
・
高
山
寺
）
‘
◎
高
山
寺
絵
図
（
京
都
・
神
護

寺
）
‘
◎
高
山
寺
縁
起
（
京
都
・
高
山
寺
）
、
信

如
尼
願
文
、
霊
鷲
山
院
年
中
行
事
、
◎
喩
伽

中
宮
寺
梵
網
会
等
文
書
、
中
宮
寺
比
丘
尼
孟

蘭
盆
供
願
文
文
範
（
以
上
、
奈
良
・
中
宮
寺
）
、

興
正
菩
薩
像
、
◎
西
大
寺
三
宝
料
田
畠
目
録
、

◎
叡
尊
自
筆
書
状
、
◎
叡
尊
自
筆
書
状
（
以
上
、

奈
良
•
西
大
寺
）
‘
◎
叡
尊
自
筆
書
状
、
◎
法

法
華
寺
結
界
記
、
◎
法
華
滅
罪
寺
年
中
行
事

（
以
上
、
奈
良
・
法
華
寺
）
‘
◎
授
菩
薩
戒
弟
子

交
名
、
◎
沙
弥
尼
真
妙
願
文
（
以
上
、
奈
良
・

西
大
寺
）
、
文
殊
講
式
（
奈
良
・
薬
師
寺
）
、
仏

涅
槃
図
（
兵
庫
・
妙
法
寺
）
、
大
黒
天
半
珈
像
（
奈

東
峯
恵

8
禅
尼
自
策
置
文
（
以
上
、
滋
賀
・

M
I
H
o
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
、
法
衣
相
承
敷
地
之

京
•

宮
内
庁
書
陵
部
）
、
源
実
朝
室
置
文
（
京
都
・

表
わ
さ
れ
た
女
性
信
者
の
姿

西
寿
寺
）
、
◎
伝
熱
田
宮
司
夫
妻
坐
像
（
愛
知
・

国
分
寺
）
、
阿
仏
尼
像
（
個
人
）
‘
◎
長
生
比
丘

尼
像
（
京
都
・
大
徳
寺
）
、
春
屋
宗
永
尼
像
（
京

◎
高
台
院
像
（
京
都
・高
台
寺
）
‘
◎
婦
人
像
（
奈

良
・
大
和
文
華
館
）

女
性
の
信
仰
の
種
々
相

◎
薬
師
如
来
坐
像
（
三
重
•
四
天
王
寺
）
‘
◎
大

日
如
来
坐
像
（
静
岡
・
修
善
寺
）
‘
◎
地
蔵
菩

薩
立
像
（
奈
良
・伝
香
寺
）
、
聖
徳
太
子
立
像
（
奈

良
・
当
麻
寺
中
之
坊
）
、
聖
徳
太
子
立
像
（
奈
良
・

河
院
消
息
〈
明
恵
上
人
宛
〉
（
静
岡
県
立
美
術

額
（
滋
賀
・
宝
厳
寺
）
、
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊
来

迎
図
（
個
人
）
、
刺
繍
釈
迦
三
尊
来
迎
図
（
京
都
・

真
正
極
楽
寺
）
‘
◎
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊
来
迎

図
額
（
滋
賀
・
宝
厳
寺
）
、
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊

来
迎
図
（
当
館
）
、
刺
繍
阿
弥
陀
一一
一
尊
来
迎
図

（
奈
良
・
中
宮
寺
）
、
刺
繍
種
子
阿
弥
陀
三
尊

図
（
当
館
）
、
刺
繍
種
子
阿
弥
陀
三
尊
図
（
京
都
・

◎
刺
繍
獣
紗
（
奈
良
・
興
福
院
）
、幡
〈
紅
地
御

ち
〉
（
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
）
‘
◎
六
道
絵
（
兵
庫

都
・大
慈
院
）
、
蓮
周
尼
像
（
石
川
・
善
福
寺
）
、

敷
〈
白
地
三
重
欅
卍
字
繋
ぎ
と
梅
牡
丹
藤
花

束
文
様
打
掛
裂
〉
（
以
上
、
奈
良
・
中
宮
寺
）

＠
薬
師
如
来
立
像
（
唐
招
提
寺
金
堂
）

特
集
展
示

「
動
物
た
ち
の
彫
像
」

◎
木
造
獅
子
・
狛
犬
、
◎
木
造
獅
子
頭
（
以
上
、

奈
良
・
手
向
山
八
幡
宮
）
‘
◎
埴
輪
牛
（
奈
良
・

田
原
本
町
）
、
木
造
獅
子
頭
（
東
大
寺
）
、
木
造

龍
頭
（
当
館
）
な
ど
。

坂
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
中
国
古
代
青
銅
器
」

＠
瞥
喩
経
所
説
念
仏
利
益
図
〈
六
道
絵
の
う

前
田
育
徳
会
）
‘
◎
釈
迦
如
来
五
百
大
願
（
京

敷
〈
萌
葱
地
藤
花
に
檜
扇
文
様
打
掛
裂
〉
、
打

打
掛
裂
、
白
地
葛
に
唐
扇
文
様
打
掛
裂
〉
、
打



昨
年
（
平
成
十
四
年
）
、
日
本
と
イ
ン
ド

の
両
国
、
な
ら
び
に
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
の

両
国
は
国
交
樹
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
当
館
で
は
、
イ
ン
ド
・

マ
ト
ゥ
ラ
ー
彫
刻
展
と
パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン

ダ
—
ラ
彫
刻
展
の
二
つ
の
展
覧
会
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
両
展
と
も
「
仏
像
の
誕
生
」

が
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
っ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

紀
元
一
世
紀
、
北
イ
ン
ド
で
は
ク
シ
ャ
—

ン
朝
と
い
う
王
朝
が
興
隆
し
ま
し
た
。
こ

の
王
朝
の
も
と
、
イ
ン
ド
の
マ
ト
ウ
ラ
ー
と

パ
キ
ス
タ
ン
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
、
仏
像
が
初

め
て
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

両
地
域
に
お
け
る
仏
像
の
誕
生
は
ほ
ぽ
同

時
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
姿
は

対
照
的
な
魅
力
に
み
ち
て
い
ま
す
。
赤
色

砂
岩
を
用
い
た
マ
ト
ウ
ラ
ー
の
仏
像
は
、
古

代
イ
ン
ド
の
民
閻
信
仰
に
根
ざ
し
た
ヤ
ク

シ
ャ
像
の
流
れ
を
汲
む
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
造
形
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
片

岩
を
用
い
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
像
は
、
西

s
/
 

燥
｀
没
じ
係
｀

期
間

主
催

釈
迦
菩
薩
像
ク
シ
ャ
ー
ン
朝

2
ー
3
世
紀
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

N
H
K
奈
良
放
送
局

N
H
K
き
ん
き
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン

7
月
1
日
（
火
）

i
8
月
1
7
日
（
日
）

H
本
・
イ
ン
ド
国
交
樹
立

50
周
年
記
念

イ
ン
ド
・
マ
ト
ウ
ラ
ー
彫
刻
展

H
本
・
パ
キ
ス
タ
ン
国
交
樹
立

50
周
年
記
念

パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
展

方
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
世
界
の
影
響
を

強
く
受
け
た
華
麗
な
表
現
が
み
ら
れ
、
国

際
色
ゆ
た
か
な
造
形
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
展
覧
会
で
は
、
両
地
域
を

代
表
す
る
仏
像
を
は
じ
め
と
す
る
す
ば
ら

し
い
彫
刻
作
品
を
、
厳
選
し
て
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
期
待
く
だ
さ
い
。

仏
立
像
ク
シ
ャ
ー
ン
朝

2
世

紀

マ

ト
ゥ
ラ
ー
博
物
館
蔵

シンポジウム 「女性と仏教」

パネリスト

コーデイネーター

西口順子（相愛大学教授）、牛山佳幸（信州大学教授）、佐野みどり（学習院大学教授）、田中恵厚（宝鏡寺門跡）

西山 厚（当館資料管理研究室長）

※日時： 5月5日（月祝）13:00~ l 6:30 

I ●公開講座• I 
4月19日（土）

4月26日（土）

5月17日（土）

※時間： 13:30-15:QQ 

「光明皇后と法華寺」 久我高照（法華寺門跡）

「善妙と明恵上人」 西山 厚（当館資料管理研究室長）

「香川県歴史博物館本の法華経について」

梶谷亮治（当館学芸課長）

定員： 200名聴講無料会場 ：講堂

会場：講堂 定員： 200名 聴講無料

●ギャラリートーク•

4月23日（水） 「母と子の物語と美術」 稲本泰生（当館教育室長）

4月30日（水） 「描かれた女性発願者」 谷口耕生（当館研究貝）

5月 7日（水） 「鎌倉時代の女性と仏教」 西山 厚（当館査料管理研究室長）

5月14日（水） 「奉納された女性の祈り」 伊東哲夫（当館研究貝）

※時間： 14:00- 会場：展示室 入館者聴講自由
※都合により、当初予定が変更になりました。

●親と子の文化財教室 『平安時代の歴史と美術＇［前期］ 受講者募集●

第1回

第3回

5月10日（土）

7月12日（土）

現地見学「教王護国寺（東寺）を訪ねて」

「平安時代の大和絵」

第2回

第4回

6月14日（土）

8月 9日（土）

r平安時代の彫刻」
「平安時代の仏画」

※小学5・6年生、中学生と保護者を対象にした教室です。 ※はがきまたはFAXで、「親と子の文化財教室参加希望」と明記の上、住所・氏名・学校名・学年・電話番号・同伴す
る保護者の氏名・参加希望の回（何回でも可）を記入して、当館教育室までお申し込みください。

※参加費は無料ですが、現地見学では実費が必要です。 ※時間：第1回のみl3:30-1 5:30、第2-4回は10:00-12:00
※定員：各回200名（先着順）

※会場 ：現地見学以外は当館講堂

●夏季講座 『仏教美術の源流と伝播 ーガンダーラ・マトゥラーから奈良ヘ―c 受講者募集●

本年も下記の要領で夏季講座を行ないます。ふるってご参加ください。

日程：平成15年7月22日（火）-24日（木）

内 容：講座、特別展 『インド・マトゥラー彫刻展』・『パキスタン・ガンダーラ彫刻展』見学、現地見学など（詳細未定） 。

参加費： 3000円

※お申し込みは、申込者1名につき1枚の往復はがきで、「夏季講座参加希望」と明記の上、住所・氏名・学校名・学年、電話番号・返信はがきの宛先を記入して、当館教育室まで

お申し込みください。締め切りは6月末です。定員は200名ですが、定員を超えた場合は、友の会会員を優先し、あとは抽選となります。
※お問い合わせは当館教育室(0742-22-7008)まで。

●展覧会日程●

4 月 I 5 月 I 6 月

本 館 ＇ 平常展〔彫刻l・〔中国古代青銅器〕

西新館 ＇ II""「女性ど仏教 いのりとほほえみ」(4/15-5/25)

＇ 東新館 ..「女性と仏教 いのりとほほえみ」(4/15-5/25) 



展ホ品の
見どころ i

華厳宗祖師絵伝

〈義湘絵〉

困宝 鎌介時代麻山寺蔵

展示期JIU 5月7日（水）-25日(B)

「義湘絵」は、新羅における華厳宗の始祖といわれる義湘(625

~702)の伝記を描いた絵巻である。求法のため居へ赴いた義

湘は善妙という女性と出会う。普妙は近心を発し、 「必ずお力に

なります」と牲った。やがて義湘が帰国すると聞き、善妙は義湘の

ために様々な道具を用意したが、船がすでに港を出たと知り、海

に身を投げる。あわてふためく周囲の人々。しかし善妙の表情は

やすらかで、微笑んでさえいる 【写真）。その時、思いがけない事

が起きる。黒雲が湧き、稲要が走ると、巨大な龍が海面に姿を現

わした。普妙が瀧に姿を変えたのである。追い付いた龍は、船を

背に乗せて新羅へ向かう ［表紙写真）。

この絵巻には、善妙の心の動きが見事に描かれている。普妙

へのよほどの思い入れなくしてこの絵巻は成立し得なかった。実

は普妙こそがこの絵巻の主人公なのである。「義湘絵」の末尾

には長い詞柑があり、言葉を尽くして普妙を讃えている。普妙は

仏法を敬う深心の人。仏法のためなら何にでも姿を変える観音

菩薩のような人。敬によりて愛を成じた愛心ある人…。詞杏の最

後に注目しよう。「普妙帰法のしるしは図絵に表わすに足れり。

心ざしにふうめる （含める）深義は図絵を借るにたよりなし。され

ば聖教につきてほぽその大綱を示す。これまた敬によりて愛を成

ずるあまりなり」。善妙の行為が仏法に焔依したゆえの善行であ

ることを論証するために詞科は記された。すべては善妙のため

だった。「これまた敬によりて愛を成ずるあまりなり」。誰への愛か。

■開館時間 9時30分~17時、（毎週金曜日は19時まで）
※いすれも入館は閉館の30分前まで

■休館日 月曜日
（ただし4月28日、5月5日は開館、5月6日（火）休館）

■観覧料金
大 人 大学・高校生平

常 般 420円 130円

展
団 体 210円 70円

特 大 人 大学・高校生中学・小学生

別 般 830円 450円 250円

展
団 体 560円 250円 130円

＊団体は賣任者が引率する20名以上。
＊「女性と仏教 いのりとほほえみ」開催中でも、本館のみ観覧のかたは、
平常展料金で入館できます。
*5月5日（月祝）は小 中学生無料

第三巻

善妙である。善妙への愛ゆえに記された長文の詞杏。このような

詞柑を杏けるのは、明恵上人(1173-1232)のほかにはいない。

明恵は普妙の夢を見た。承久2年(1220)5月のことである。石

化した普妙が明恵によって生身の女人に戻る歩だった。明恵が

創建した高山寺には普妙の愛らしい像が伝わるが、二体の善妙

神像が貞応3年(1224)と媒禄元年 (1225)に造立されたことが

記録から知られる。甜山寺には普妙寺という別院があった。普妙

寺は承久の乱(1221)で夫に死別した女性たちが住む尼寺で、

貞応2年(1223)に創建された。

「義湘絵」はいつ誰が何のために制作したのか。「義湘絵」は

普妙を讃える絵巻である。物語の筋は「宋高俯伝」所収の義湘

伝から採ったが、主人公を善妙に変え、絵だけではわからない深

義を伝えるため、長い詞杏が付けられた。承久の乱以前に明恵

が見た普妙の夢は生々しく、 「義湘絵」とは異なる印象を受ける。

歩の中の善妙はいまだ神ではない。数年後には邸山寺と善妙寺

の鎖守神として善妙像が造立される。善妙はいつ神になったのか。

夢と神像化をつなぐあたりに「義湘絵」を位骰付けたい。普妙の

行動を正しく解釈し、石化した善妙を救い出すごとく、普妙が神

として祀られるに値する存在であることを知らしめるため、普妙ヘ

の愛を込め、明恵によって「義湘絵」は制作されたと私は考えて

いる。そしてこの絵巻のよき読者に善妙寺の尼衆がいたことは言

うまでもない。 （査料管理研究室長 西山 駆）

〔交通案内〕近鉄奈良駅から徒歩15分、またはJR奈良駅・近鉄奈良駅から

バスで「氷室神社・国立博物館」下車すぐ

「奈良国立博物館だよりJは、 1-4・7・10月に発行します。郵送
をこ希望の方は、何月号かを明記し、返信用封筒(90円切手貼付、

宛名明記）を同封して、当館の企画室にお申し込みください。

癒 奈良国立博物館
Nara Nat10nal Museum 

〒630-8213奈良市登大路町50(奈良公園内）TEL. 0742-22-7771 FAX. 0742-22-7221テレホン・サーピス 0742-22-3331ホームベージ(URL)http://www.narahaku.go.jp/ 




